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平
成
17
年
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
空

母
艦
載
機
部
隊
の
厚
木
基
地
か
ら
岩

国
基
地
へ
の
移
駐
計
画
に
つ
い
て
、

本
町
議
会
は
、
基
地
機
能
の
拡
大
・

強
化
や
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
実
施
に
つ
な
が
る

懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
行

わ
な
い
よ
う
国
に
強
く
要
望
し
、
そ

の
後
、
我
々
議
会
、
行
政
、
地
域
住

民
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
対
応
に
苦

慮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
１
月
20
日
、

国
か
ら
、
空
母
艦
載
機
部
隊
の
具
体

的
な
移
駐
時
期
や
機
種
・
機
数
等
が

示
さ
れ
、
周
防
大
島
町
に
お
い
て
は
、

騒
音
予
測
70
Ｗ
以
上
と
な
る
区
域
が

拡
大
す
る
も
の
の
、
国
や
米
側
の
対

策
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、「
騒
音

や
安
全
性
等
の
面
で
基
地
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
は
悪
化
す
る
と
ま
で
は

言
え
な
い
。」
ま
た
、「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
」
に

つ
い
て
も
、「
恒
常
的
な
訓
練
施
設
は

鹿
児
島
県
馬
毛
島
を
候
補
地
と
し
て

検
討
を
進
め
て
き
て
お
り
、
施
設
が

特
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き

硫
黄
島
で
実
施
す
る
」
こ
と
を
確
認

す
る
な
ど
、
改
め
て
一
定
の
整
理
が

な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
地
機
能
の

強
化
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
結
論
に

至
っ
た
。

　

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
国
に
要
望
し
、

移
駐
計
画
が
実
施
さ
れ
る
上
で
の
重

要
な
判
断
材
料
と
し
て
い
た
安
心
・

安
全
対
策
や
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
、

先
般
、
市
町
へ
の
再
編
交
付
金
が
終

了
す
る
34
年
度
以
降
も
、
交
付
金
制

度
が
継
続
・
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
確

約
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
県
へ
の
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
移
駐
後
も
負
担

が
継
続
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、

増
額
や
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
拡
大
を
前

向
き
に
検
討
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

市
町
に
お
け
る
事
業
の
拡
大
も
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
判
断

す
れ
ば
、
騒
音
対
策
を
含
む
市
町
へ

の
支
援
措
置
は
拡
充
さ
れ
る
も
の
と

評
価
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町
議
会

と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
抑
止
力
の
強
化
と
沖
縄
を

は
じ
め
と
す
る
地
元
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
日
米
安
保
体
制
の
一
翼
を
担

う
と
い
う
自
負
か
ら
、
米
軍
再
編
の

目
的
を
理
解
し
、
国
の
安
全
保
障
政

策
に
協
力
し
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐

を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

　

一
方
で
移
駐
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

岩
国
基
地
は
配
備
さ
れ
る
機
数
が
極

東
最
大
級
と
な
り
、
航
空
機
に
よ
る

騒
音
被
害
や
米
兵
犯
罪
に
対
す
る
住

民
の
不
安
感
、
多
数
の
米
軍
人
等
の

増
加
に
よ
り
生
じ
る
地
元
自
治
体
の

新
た
な
財
政
需
要
等
を
鑑
み
れ
ば
、

著
し
い
負
担
増
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
国
が
目

に
見
え
る
形
で
十
分
な
負
担
軽
減
策

を
講
じ
る
な
ど
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　

本
町
議
会
は
、
住
民
生
活
の
安
定

と
地
域
の
魅
力
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
基
地
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
堅
持
し
た
上
で
、
国
に
対

し
て
、
質
す
べ
き
こ
と
は
質
し
、
求

め
る
べ
き
こ
と
は
求
め
る
と
い
う
断

固
た
る
姿
勢
で
対
処
す
る
所
存
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
誠
意
を
持
っ
て

対
応
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

記

１　

新
た
な
部
隊
の
移
駐
等
に
よ
り
、

航
空
機
騒
音
や
安
全
性
等
の
面
で

基
地
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
が
現

状
よ
り
悪
化
す
る
こ
と
は
容
認
で

き
な
い
こ
と
。

２　

Ｎ
Ｌ
Ｐ
な
ど
、
激
し
い
騒
音
被

害
を
も
た
ら
す
離
着
陸
訓
練
の
実

施
は
容
認
で
き
な
い
こ
と
。

３　

基
地
を
抱
え
続
け
る
地
元
の
実

情
を
踏
ま
え
、
国
の
責
任
に
よ
り
、

住
民
の
不
安
解
消
を
図
る
た
め
の

安
心
・
安
全
対
策
や
、
基
地
の
存

在
そ
の
も
の
の
負
担
と
我
が
国
の

平
和
と
安
全
へ
の
貢
献
に
見
合
う

特
段
の
地
域
振
興
策
に
配
慮
す
る

こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
29
年
６
月
27
日

山
口
県
周
防
大
島
町
議
会

（
提
出
先
）

　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官　

外
務
大
臣

　

防
衛
大
臣

岩
国
基
地
へ
の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
す
る
意
見
書


